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混播草地の乳牛輪換放牧利用による牧養力と

生産性に関する考察

広瀬可恒・上山英一・小竹森訓央

清水 衛・宿田 n~ 司

1.緒言

酪農経営において，良質粗飼料の確保自給は必

須の要件であり，その自給量の大小によって，飼

養頭数は制約されてくる。特に北海道において

は，粗飼料供給を草地に依存する度が高く，草地

の集約利用が多頭化を推進する上に重要性を増し

てきている。

草地の利用面では，採草・放牧の 2つに大別さ

れるが，輪栽草地の集約的な放牧利用が，生産性

が高いことが指摘されながらも，一般普及をみな

いことは，その生産性を適確に評価した試験事例

が少な<，かっ草地の牧養力を推定する子段が確

立されていない為と思料せられる。

本試験は北海道における輪栽草地の牧養力を推

定する試験として，実際に乳牛を輪換放牧して，牧

養力の季節的変動ならびに放牧利用による草地の

生産性を推算し，あわせて前作目の栄養収穫量と

対比して，その経済性の比較を行なう目的で実施

した。本研究は北海道科学研究費の補助をうけて

実施したものであることを附記し謝意を呈する。

11.試験方法

供試草地:北大第二農場の 5年輪作のオーチヤ

{ドグラス・赤クローパー混播草地4.9haで，次

に示す輪作の第5年次に当る草地である。

第 1年第2年第3年第4年第5年

デント燕麦牧草牧草牧草
コーン (牧草混播)(採草利用)(採草利用)(放牧利用)

この草地を 41，.....，76aの9牧区に分け，有刺鉄線

および電牧で柵をめぐらした。

供試牛群:ホルスタイン種成雌牛 32頭，ガーン

ジ一種成雌牛8頭，計 40頭(搾乳牛および乾i岡牛)

で，草生量によって適宜入牧頭数を加減した。

試験期間および放牧方法 昭和 39年 5月29日

より 9月18日の間で，休牧した 37日を除き正味

放牧日数は 77日であった。 5月29日より 7月7

日の聞は，牛群を乳量の多い搾乳牛と，泌乳末期

の牛と乾澗牛との 2群にわけ，前者のあとに後者

を放牧する方式を採用したが， 7月14日以降は草

生量の関係で2群にわけることなく 1群として

放牧した。なお1牧区について 1-4日間の放牧

で輪換する方式で行なった。 A-Eの5牧区は，
完全に放牧利用に供したが， F-Iの4牧区は 6

月10日に 1番草を刈り取った後に，放牧に供し

た。放牧時間は， 午前9時 30分より午後2時30

分までの5時間とした。

草生量および採食量の測定:放牧前に 1m'の

方形枠を， 1牧区につき任意の 10カ所になげて，

その枠内の草を地上 2cmを残して子刈し， その

平均重量より牧区当りの生草量を算出した。また

放牧後の生草量を同一要領で求め，両者の差から

採食草量を推算した。

刈り取った草については，一般分析を行ない，

牧区ごとに乾物量， TDN量，DCP量を ADAMS

方式1)によって算出し，放牧前後の差をもって採

食栄養量とした。

111. 試験結果および考察

放牧頭数:草生量 60-70kgにつき 1頭の大方

のめどで，放牧頭数を定めたが，実施結果は必ずし

も基準通りには行かなかった。輪換放牧実施成績

は，第 1表に示した通りで， B， C， D 区は 6回，

A，E区は5回， F-I区は4回輪換した。 stocking

rateを第2表に示したが延放牧頭数は2，454頭で，
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第 1表輪換放牧実施日程

I 護l巌ロt 月日 AI8 CID EIF GIH l 自牧思主 n日 AI8 CID EIF GIH I 護最月日 AIB CID EIF GIH I 
5.29 凶第3 7.16 9.2 

30 28 17 3 

31 18 40 4 

第 6. 1 1111120 19 5 

2 :11 20 6 
回 3 :11 26 21 40 7 

4 :11 22 B 

5 :11 13 23 P 

i24 24 10 10 
7 1113 :2.4 25 10 11 

81:20 26 12 201H20 

91:20 13 13 27 

第回。10 :20 、一ー-r-一-'
第回4 28 

14 

11 :20 
採草メ1J

29 :30 15 :20 20 

12 :24 30 :32 16 

雪 13 :24 取 31 17 

回 14 
B. 1 38 18 

15 2 19 

16 3 38 20 

17 4 

18 11 5 38 証放!&~轍 318 337 309 307 258 229 184 276 236 
19 10 6 

20 7 

21 8 29 

22 9 

i牛5 草草23 11 10 

24 11 
25 10 12 

主ZE 26 13 

27 11 14 
28 :28 15 

29 :20 11 16 
夏亘

30 : 28 17 のタ〆 Jの悼~ 、
7. 1 : 28 11 18 36 Lも、 い

2 : 28 19 のも

3 :28 11 
回第5 
20 

の

第3 4 :29 21 IJ40 

回 5 :29 14 22 牧区面積

6 :25 23 :40 牧区名 面積 ha

7 :25 14 24 A 0.763 。 25 B 0.450 
9 26 C 0.465 
10 27 D 0.413 
11 28 E 0.504 

12 29 F 0.567 

13 

j;;L 
30 G 0.567 

14 31 H 0.567 

15 9 1 I 0.564 
1....-

+
日

言
ロ

dA'

内
〆
L
i

計 4.860

第2表放牧頭数

日 !放牧頭数!伽当り 月 日 !放牧頭数llOa当り
(頭) 放牧頭数 (頭) 放牧頭数

29/V - 7/VI 304 11.7 1O/VI 
A-E区第2回目 6/VI-23/VI 247 9.5 F-I区第 1回目

3坦1々61///W~2118958j// / WE 

306 13.5 
第3回目 24/VI - 5/VlI 334 12.8 第2回目 可II-8/W1 304 13.4 
第4回目 20/VlI -30/VII 222 8.6 (2.26ha) 第3回目 取 -25/W1 155 6.9 

(2.6ha) 第5回目 17/四1-21/咽 182 7.0 第4回目 IX-l~/IX 160 7.1 
第6回目 10/IX -15/IX 240 9.2 計 925 40.9 

音卜 1，529 58.8 総 体 2，454 50.5 
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第3表草 地

引手間宮市!??
i fiTiiilijiijiltj!?jijiiijLiJ32121iiiiliJ2 

九世lrrz;;i牧区|調査
名 1月日

6. 5 日首 62.5 山 0.8616叫21.010.1811 1.3781 6. 9 曇 0.6715山 9.410.1301 0脱
6. 7 雨後曇 46.9 28.310.841 3.780: 19.01 0.1601 0.71816.12 快晴 0.2811.260129.01 0.0811 0.365 
6. 12 H青 56.2 30.3 0.93 4.325 23.6 0.219 1.021 6. 13 晴 0.50 2.325 31.6 0.158 0.735 
6. 16 日青 60.5 29.5 0.76 3.135 28.6 0.217 0.897 6. 19 晴 0.41 1.692 36.2 0.148 0.613 
6.19 精 制 24.710.6313.175叫 0.19010抑 6.23 暗 0.381 1.915130.81 0.1171 0.5901 

6.23 晴 70.6 28.0 0.196 1.495 6.25 晴 0.38 2.879 33.8 0.128 0.980 29.010.70: 5.341 
6.25 

碕車事
55.7 19.0 0.31 1.395 30.4 0.094 0.424 6.29 1 墨 0.09 0.405 43.4 0.036 0.176 

6.27 60.1 28.6 0.75 3.488 28.2 0.212 0.984 7. 1 晴 0.26 1.209 30.5 0.079 0.369 
6.29 晴 73.5 21.3 0.47 1.939 34.2 0.161 0.663 7. 3 晴 0.30 1.238 39.4 0.118 0.488 
7. 1 暗 70.4 21.310.581 2.9231 31.01 0.1801 0.90617. 6雨後曇 0.3211.6131 26.41 0.0841 0.426 
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第

10 a当り 50.5頭であった。試験期間中，終始輪換

放牧に供した A~E 区についてみると， 6月下旬

より 7月上旬の第 3回目の牧養力が最大で 10a 

当り 12.8頭であり， 8月中旬より下旬にかけて最

も低くlOa当り 7.0頭で，放牧シーズンを通じて

のlOa当り延放牧頭数は 58.8頭であった。また

1番草を 6月10日に採草用に刈取ったあとを，放

牧利用に供した F-I区では 7月から8月上旬
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の 生 産 量

一5113901ml 913 7.57 105.2 89.84 483 61.52 297 7.57 36.6 907 616 68.6 78 1 11 1 1，4361 11 943 11 108.7 11 827 11 509 11 62.6 609 434 46.1 
64 1 11 1 1，0981 11 721 11 83.1 11 489 11 301 11 37.0 609 420 46.1 
68 I 11 I L01RI 11 

““白
11 77.1 11 456 " 281 " 34.5 562 387 42.6 

オ7f6i吋:741 880 58.97 519 5.48 48.2 327 222 46.7 3861 ，， 1 49.41 " 324 " 191 " 17.8 305 195 31.6 5491 ，， 1 70.31 " 652 " 384 " 35.7 242 165 34.6 「FFl6111FF| 544 " 361 " 29.8 233 116 31.3 5161 ，， 1 66.01 " 524 " 309 " 28.7 316 207 37.3 

20 90.04 1，346 59目70 804 7.23 97.3 91.60 898 57.31 515 5.12 46.0 448 289! 51.3 
78 " 382 " 228 11 27.6 " 161 " 92 " 8.2 221 136 19.4 78 " 886 " 529 " 64.1 " 338 " 211 " 17.3 548 318 46.8 78 11 597 " 356 " 43.2 11 447 " 256 " 22.9 150 100 20.3 80 " 816 " 487 " 59.0 11 390 " 224 " 20.0 426 263 39.0 
----ーー・』一一一噌 ・---~--ーーーーーー-------ーーーーーーーーー・ーー嶋田ーー・』ーー・a・----一司一------------ーーー・ー・・一--~-圃凶4・一一『一一一一崎一・~--_.咽ー・・ーーーー-ー・ーー・4同ー.'，・曹司ー----・----------ーーーーーーー--------・・4・ーーーーーー...

78 90.42 415 64.05 266 10.53 43.7 90.63 180 59.28 108 7.73 13.9 235 158 29.8 
28 " 451 " 289 " 47.5 " 283 " 168 " 21.9 168 121 25.6 120 " 1，359 " 870 " 143.1 " 183 " 108 " 14.1 1，176 762 129.0 80 " 926 " 593 11 97.5 11 412 " 244 " 31.8 514 349 65.7 

80 90.12 1，274 63.60 810 9.36 119.2 90.93 899 60.82 547 6.72 60.4 375 263 58.8 
38 " 385 " 245 " 36.0 " 78 " 47 11 5.2 307 198 30.8 30 " 513 11 326 11 48.0 11 299 11 182 11 20.1 214 144 27.9 38 11 476 11 303 11 44.6 " 207 11 126 11 13.9 269 177 30.7 32 11 400 " 254 11 37.4 11 241 11 147 11 16.2 159 107 21.2 
一一一一一『開・・ーーーー・・・・・曹司阿国・・・・・ーーー一一一・・・・ーー・ーーーー・・・』晶一一一--------，--------一----・・-----------------------ーーー・・・・・・ーーーーーー 一一一・E・・・・・ーーーー園圃晶4・・・・・・・・・p・・・・-------唱

498 66.29 330 12.13 49.3 92.42 210 60.06 126 6.68 14.0 288 204 35.3 
76 1 11 778 11 516 11 83.3 11 313 11 188 11 20.9 465 328 62.4 
76 1 " 539 " 357 11 54.3 11 355 11 213 11 23.7 184 144 30.6 76 1 " 679 " 450 11 82.4 11 165 11 99 11 11.0 514 351 71.4 

35l叶肘4/十02/…16/ ij671 108l842lペ35 1 11 3361 11 1 65.41 11 1101 11 1 15.4 319 2261 50.0 
40 1 " 4591 " 3071 "1 59.81 " 1711 ，， 1 23.9 175 1361 35.9 

35 

40 
40 
40 

250 9.48 38.9 160 120 36.1 

300 11 46.4 153 117 38.1 
250 11 38.8 373 258 64.1 
330 11 49.7 165 117 41.0 

523 8.69 71.8 348 137 70.6 
106 11 14.5 258 173 37.1 
102 11 14.0 277 186 39.3 
132 11 18.2 214 146 33.1 
133 " 18.3 457 301 62.7 

120 

40 
40 
40 

40 
40 
40 
40 

にかけて， 13.5頭と前者を上廻る牧養力を示し，

終牧までの聞に 10a当りの延放牧頭数は 40.9頭

で， 終始放牧利用に供した A，....，E区の 70%に相

当し， 1番草を採草に供し，以降放牧利用の方式の

carrying capacityが，比較的大であることが示さ

れた。 PR配 TERら2)はチモシー，オーチヤード，

メドフエスキュー，赤クローパーの混播草地を， 4 

月19日より 8月14日に至る聞に，搾乳牛および
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a採

食

量

放 日 数舵引(但吋1

日「cfDAMEh117152号
!?側協14倒閣卜83ml1m11判叫5剣山
((謝料試制 1，2211(謝料(沼i(諸 921
1J141;4321114ベ訓対[(iizl(2440.7
l61 61 61 51 1 41 41 41 41 

|叫O吋白ω叫01十川川卜ト川1ηm肌7叩問9倒440l叫1濁捌判叫0¥十l卜13叩必刊叫4十15，340159附侃0
6臼悶m2幻m7初0 

一 !竹!空一一!円一一…!イ一一小01…刊!一4小~I...~片.~，~~~17一J一一刊~~Iイ19 … 叫 6，6一一69…j一i.~\一ベぶmベ一一勾ベ%捌ベ~I叫9 川3お抑削M
τT?円lω町ιアト一一ノぺり i竹1湖甥剣12獄制¥1間11対~，~;~I'\倒閣制問l 刷
l Idi--hi iiiii訟(訟r-;i副iiliii4ii331iiiTMiiJ

量 12，2691吋1付1，9201州94211，1281叫1対5問
~::~ l----~~-;--=--~~---~---~----l 誠|耐樹元[司 i謝 i訓示r--;副孟

L3itlii語I---(I通|制謝礼ialJ121dJi語1----6.19 
iム量 11刊1，47311付1お515，3451付79811，37511詞3，913

U1ii二~~---~----~-----\----(対同調副 iiiidi副詞訓忌
日ii-iFlJidiitli語iiit[J;l--;~おliidiiゑi---;f調 4.25
量|刈叫1而ト75.91利引加0¥叫 m

t |ii;:;i-i1iiiAiijil雨漏[ムイiijAiiiiiJ51i iiii1 iii 
1(瓦FJ11雨[画湖面r----~-.-;~~I 湖面|画|溺…

* かっ乙内の数字は， B-E区では B区，F-I区ではF区100とした時の指数
乾i問牛を集約放牧利用に供した場合， 4回輪換し，

10 a当り延べ42.8頭を放牧できたと報じている
が，本試験のF-I区の stockingrateと大体等し
く， A-E区はこれを上廻る重放牧であった。

牧区毎の草生量および採食量を第3表に示した。

また採食草量の測定を一部欠いたA区を除き，各

区の全期にわたる採食量および栄養摂取量を第4

表に示した。

草生量および採食草量:輪換放牧時における各 1番草より輪換放牧に供した B-E牧区の放牧



直前の延生草量は 10a当り 3，750kg，乾物量 868

kgで，乾物の採食率は 50.5%であったのに対し， 1

番草を刈取った後放牧に供した F~I 牧区の 10 a 

当り延生草量は 2，600kg，乾物量 472kgで，前者

の54%であったが，乾物採食率は前者よりやや高

く53.2%であった。このことから，坪刈り草量よ

り牧養力を推定する場合，推定採食量の約倍の草

量を見積る必要があろう。 なお PR'配 TERら2)の

試験成績では，放牧直前の草乾物の総量は 10a当

り659kgで 1頭当り 15.3kg であり， B~E 区は

1頭当り乾物量 14.8kgと大体等しいが， 採食率

は 65%と高い数値を示している。

草丈と草の栄養組成:各輪換放牧前の草と，残

食草の栄養組成および入牧前の草丈を，第 1図な

らびに第5表に示した。放牧前の草丈は全期平均

でオーチヤードグラス 50.5cm，赤クローパー 23.0

cm であったが，第 1~3 回放牧時までのオーチヤ

ードグラスは 60cm以上で，やや伸びすぎの嫌い

があった。第 1回の放牧時を除いて，オーチヤー

ドグラスの草丈が高L、程， 粗繊維含量が高く，

TDN， DCP含量が低い傾向がみられる。

放牧前の草と残食草との栄養組成を第 6表につ

いてみると，乾物中の粗繊維含量は第 6回の放牧

時を除いては， 3~5% の差があり，動物は比較的

第5表草

R

d

n

U

 

6

6

 

T

D

N

 % 
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--・-・ー l 
<:r ~.句、-・---. ---~ ー・--.- 放牧後

草 60

丈 50

cm 

丈

70 

40 

30 ¥¥・_"--Wi'Jo-J¥"-
可・ーーー・ーー・ーー・ーー・ーー-420 

2 3 3' 4 4' 5 5' 6 6' 

放牧回数

3ItA-E牧区車向
ZはF-I牧区早均

第1図草丈と栄養組成

(cm) 

第1回 第2回 第 3回 第4回 第5回 第6回

牧 区 クロー クロー クロー ヤードリ〆 uー一ヤード クロー クローヤード ヤード ヤードパー ヤードパーノミーー ノぜー一 ノイーー ノてー一

A 62.5 32.8 70.6 29.4 51.9 21.9 

B 62.4 34.5 46.9 28.3 55.7 19.0 I 38.8 17.3 48.9 24目6 35.1 15.0 

C 62.4 34.5 56.2 30.3 60.1 28.6 44.7 19.8 43.2 18.7 35.1 15.0 

D 67.6 35.5 60.5 29.5 73.5 21.3 40.4 19.6 40.2 17.6 32.8 19.6 

E 67.1 37.5 68.4 24.7 70.4 21.3 36.8 19.7 38.4 19.5 

平

F

G

H

 

18.2 

16.2 

21.8 

18.5 

20.6 

平均 I58.6 I 24.1 I 47.0 I 19.7 I 44.0 I 19.3 I 37.5 I 19.3 

全期平均 オーチヤードグラス 50.5cm レッドクローパー 23.0cm 
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第6表 放牧前の植生と残食草の栄養組成

乾物中(%) 乾物中(%)
乾物

粗蛋白質|粗脂肪 INFE I粗繊維|組灰分(%) 

第1回 IB-E区|
a 92.85 11.73 3.74 51.08 25.75 7.70 65.65 7.57 

b 89.84 11.74 3.42 46.83 29.51 8.50 61.52 7.57 

a 87.59 11.38 2.90 48.15 29.71 7.86 7.86 
第2回 IA-E区|

b 88.74 9.51 2.84 48.56 31.11 7.98 58.97 5.48 

45.62 I 31.06 
A-E区

b 90.60 I 9.23 I 3.04 46.24 I 32.83 8.69 I 56.95 I 5.21 
..・・・・・・・・...ー---...---------ーー・・ ーー・・司令唱----.ザ...・

a 90.42 I 14.85 I 5.15 39.35 I 28.27 12.38 I 64.05 I 10.53 
F-I区

b 90.63 I 11.89 I 4.21 39.30 I 31.61 12.95 I 59.28 I 7.73 

a 
90121M1380 i川町川ml9.36 A-E区|

b 90.93 I 10.82 I 3.64 I 44.27 I 29.85 I 11.42 I 60.82 6.72 
第4回

第5回

i;iFlJ[-;;;J l iiilii-Ji:;[til tjilt;1ii;; 
-1:|;::;[:;:l;::12引;:;;(:::;;l:::;[1;2
J : ( : : 3 l : z l : 2 | : : : : | ; ; ; ; ( : : ;; l :判:ご立川::引;1(1 ;;誌:2 ; F-

4.' 40.64 

3.30 42.12 

第6回
?一:一一l1 l ;;::;::::11::1:;:1[ ;11;7i;:;;::;;:(:::1(;;41一::;1;;11;一(;|;::;l:t::引:::H1;:;;;::|::::;;;(::::(:;:;l::1l7;;::::; 

a;放牧前の草 b;残食寧

やわらかい部分を選択採食していることが示され

ている。なお草の栄養組成の推移で注目されるこ

とは，乾物中粗蛋白質含量が 4回目以降の夏か

ら秋にかけての草に高く，春の草に低いの対し，

NFE含量は逆の関係にある。 しかし ADAMS方

式で、求めた TDN含量には，著しい季節的変動が

なく ，60--66~d の範囲に保たれている。

放牧牛の採食草量および栄養摂取量放牧によ

る1頭当りの牧草乾物の採食量の推移，および草

地の乾物生産量に対する摂取乾物量の季節的変動

を第2図に示した。これによると，放牧時期と牧

区による変動がかなり著しく，乾物採食率の平均

B-E区 50.5%，F-I区53.2%を下廻る時期は，

第2固と第5回放牧時で，前者は第 1回の不食部

分がそのまま伸長し，粗剛な茎部の生産量の多い

時期であり，第5回は8月中・下旬で，牛の採食活

動が炎暑のため影響を受けたためと解せられる。

1頭 1日平均生草採食量は， B-E区で31.2kg， 

F-I区で39.4kg，同乾物採食量は 6.59kgおよび

6.19 kgであった。この量は体重 500kgの乳牛が

必要とする乾物量の約 60%に相当し，日中 5時間

放牧における採食量として，不足ない量と考えら

れる。

TDN摂取量は平均4.3kgで， これは体重 500

kgの乳牛維持要求量をみたし，多少余裕のある量

である。 また DCP摂取量は平均800gで，この



すL1頭帥牧採食量
15 

10 

5 

hM~l 放牧前後風乾物量

0.3 

0.2 

0.1 

31融 放牧探食墨 x 100 
放牧前乾物量

60 

40 

20 

牧区名

放牧回倣 第 3

39 

第 4

第2図 1頭1日の放牧採食量の変動

量は 500kgの体重維持分をみたし， 更に乳脂率

3.5%の牛乳約 12kgを生産する量である。従っ

てこの種の混播草地の輪換放牧利用に当つては，

蛋白質の供給は潤沢になされるが，熱量の供給が

やや伴わないことが示され，牛舎に収容した際の

飼料給与は，熱量供給に重点をおいてなされるべ

きであろう。放牧により摂食する草の栄養率を求

めると B-E区では 1:5.1，F-I区では 1:3.9 

で，後者はかなりせまく 1番草刈取り後の草地

は，蛋白質に偏した栄養供給となることが指摘せ

られる。

放牧利用による輪栽草地の生産性と他作目との

比較:供試草地は昭和 35年にはデントコーンを

作付して，サイレージとして利用し，昭和 36年に

は燕麦を作付して，一部青刈利用し他は種実と

して乳牛飼料に充当したが，それぞれの年度の 10

a当り収穫量および栄養組成から，放牧利用の場

合の生産性と比較すると，第7表の通りである。

第7表輪作作自の栄養収量の対比

燕麦

66.5 12.4 64.5 12.8 

D 収量/1Oa(kg) 292 533 187 288 
N 指数 100 183 64 99 

D 
含 王室(%) 10.9 1.0 9.0 1.5 

C 収量/1Oa(kg) 48 43 26 24 
P 
指 数 100 90 54 50 

* B-E区の乾物収量を示す

これによってみると， TDN収量はデントコーン

サイレージが最も高く DCP収量では草地の放牧

利用が最も高い。

栄養収量としてこの両者を併せ考える時，混播

草地の放牧利用は，デントコーンサイレージには
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及ばないが，燕麦よりも遥かにすぐれている。栽

培，肥培管理，収穫調製等の労力を考慮に入れる

ならば，草地の放牧利用はかなり高く評価される

べきであろう。

あったのに対し， 後者の場合 472kg/lO a， 53.2% 

であり，草地の牧養力推定に当つては，動物の採食

見込量の約倍の草乾物量を見積る必要があろう。

日中5時間の制限放牧の際の，乳牛1頭当り平

均 TDN摂取量は 4.3kg，DCP摂取量は800gで

あった。この栄養率はややせまし牛舎に収容し

た際の飼料給与は，熱量供給を重点に行なうべき

ことが明かにせられた。

IV. 要 約

輪栽草地の輪換放牧利用の際の，生産性および

牧養力を明かにする目的で，造成後4年白のオー

チヤードグラス・赤クローパーの混播草地4.9ha 

を9牧区に区切り，搾乳牛および乾澗牛 40頭を，

5月29日より 9月18日の間，草生量に応じて日

中5時間の輪換放牧を行なった。 9牧区の中 4

牧区は 1番草を 6月10日に採草利用したあとを，

本試験に供した。

輪換放牧回数は， 4-6回で， 1番草からの放牧

区の収牧頭数は58.8頭/10a， 2番草からの放牧区

では 40.9頭/10aで，前者の約70%であった。全

期聞を通じての，入牧直前の草乾物の延生産量お

よび採食率は，前者の場合 868kg/10 a， 50.5%で

供試混播草地の放牧利用による栄養生産性は，

TDN 292 kg/l0 a， DCP 48 kgJI0 aで，輪作作目

のサイレージ用デントコーンに比し， TDN生産

では及ばないが， DCP生産ではまさり，また燕麦

の青刈利用，種実利用より，明らかにまさること

が示された。
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Estimation of Carrying Capacity and Productivity of the Mixed 

Pasture under Rotational Grazing of Dairy Cows 

Yoshitsune HIROSE， Eiichi UEYAMA， Kunio KOTAKEMORI， 

Mamoru SHIMIZU and Y oshimori SHUKUDA 

Summary 

Five hectares of mixed pasture consisted of orchard grass and red clover was subdivided 

into nine paddocks， and grazed by forty lactating and dried cows under rotational grazing 

system from May 29 th through September 18 th， and grazing capacity and productivity of the 

pasture were estimated. The fIve paddocks of them were rotated six times for grazing， but 

the other four which had been cut for silage on June 10 th were rotated four times. 

Total stocking rate in both plots of paddocks throughout th巴 experimentalperiod was 

588 and 409 heads per hectare respectively. The total pregrazing herbage production and the 

apparent utilization by the stocking cows were 8.7 tons of dry matter per hectare and 50.5% 

respectively in the former plot and 4.7 tons of dry matter per hectar巴 and53.2% in the latter. 

Those data show that the stocking rate should be determined on the basis of twice as much 

herbage production as expected animal consumption. 

The average TDN and DCP intake per cow on fIve hours grazing per day were 4.3 kg 

and 800 g respectively. Since the nutrients supply from pasture seemed to be rather narrow 

nutritive ratio even for lactating cows， the bam feeding for cows retumed back from pasture 



may be recommended to be characteristic of energy supplementation. The nutritive production 

of the pasture under intensive rotational grazing system was estimated to be 2.92 tons TDN 

and 480 kg DCP per hectare which was sup巴riorto that of the silage crop of oat but not to 

the silage crop of dent corn. 
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